
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
令和５年３月策定

備前市戦略的広報 

 
「伝える」から 

 

 

「伝わる」広報へ 
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本市は、第３次備前市総合計画において、「豊かな“自然と文化”、魅力あふれる“ま

ち”、活気ある“ひと”それが備前」とし、市民一人ひとりが安全で安心し、活気あふ

れ、幸せに暮らし続けられるまちづくりに取り組むこととしています。 

行政広報は、これらの活動を市民に周知することで、市への愛着を感じてもらい、

地域への興味・関心・参画意欲が高まるきっかけをつくる重要な役割を担っています。 

また、人口減少に歯止めをかけるべく、市内外に魅力を発信することで関係人口の

増加につなげます。 

 

 

（１）市の情報発信力の不足 

これまで本市は、市政情報などを「広報びぜん」を中心に情報を発信し、周知を図

ってきました。 

しかしながら、前年同期に掲載した記事を編集するにとどまっていたり、すべての

情報を盛り込もうとするあまり文字量が多すぎて肝心な情報が伝わりにくかったり

と、結果的に、市民目線の広報になっておらず、まさに「伝わる」広報ではなく「伝

える」広報になっていました。 これは、全庁職員の情報発信力の不足によるものでし

た。 

 

（２）情報発信は紙媒体からデジタル媒体へ

令和３年度の市民意識調査によると、広報びぜんを「読んでいる」市民の割合は、

７７．２% 、「読んでいない」割合は、２０.５％となっています。経年推移で見ると、

平成２７年度以降、右肩下がりで推移していましたが、令和３年度は前回調査より３.

３％高くなっています。なお、年代が上がるにつれて「読んでいる」割合が高くなっ

ていますが、逆に３０歳代では５９.３％、２０歳代では３９.５％、１０歳代では０％

と、若い世代に読んでもらえていない状況にあります。 

今や情報発信は、紙媒体からデジタル媒体へ推移しており、本市でも SNＳの媒体に

よる情報発信を行っているものの、それぞれの登録数から見て、有効に活用できてい

るとは言えない状況です。 

 

（３）必要な情報を選んで受け取る時代に 

情報発信の媒体の多様化により、市民は様々な媒体から必要な情報を取捨選択して

受け取るようになっている中で、どのように市の施策の認知度を向上させ、市民参画

や利用促進を図るかが課題となっています。 

 

１．戦略的広報の位置づけ 

２．戦略的広報の策定にあたっての背景 
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・広報の内容や構成に魅力が少ない 

・情報発信力が弱い 

・職員の意識と知識の不足 

・広報担当課と各担当課の役割が不明瞭 

・各媒体の有効活用ができていない 

・外的ニーズの反映が不十分 

 

 
・職員一人ひとりの広報技術の向上。 

・市民が知りたい情報をすぐ得られる。 

・発信する情報が、見やすい（読みやすい）、分かりやすい。 

・ターゲットを意識し、必要な人に必要な情報が伝わる。 

・市民に市の魅力を再発見してもらい、市政への参画意識を高める。 

・市内外に拡散してもらい、知名度の向上と誘客、さらには移住定住につながる。 

 

 

 
目指す姿を実現するために、まずは情報発信のあり方を見直す必要があります。こ

れまでの本市の情報発信は、「説明責任としての広報」であったと考えられます。「説

明責任としての広報」は、市政情報を漏れなくすべて正確に伝えるということです。 

正確に伝えることは重要ですが、漏れなくすべて伝えることは、媒体によってはマ

イナスとなる場合もあります。媒体にはそれぞれ特性があり、効果的に活用すること

ではじめて発信力が発揮されます。 

 

 

 

 

 

           

３．本市の情報発信の課題 

４．本市の情報発信が目指す姿 

５．情報発信のあり方 

職員一人ひとりが各媒体の特性を理解し 

計画的かつ連動的な発信を意識することで 

効果的な情報発信を目指します。 
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取組①伝わる仕組みづくり（外的ニーズに応える体制） 
 下の図は、情報を発信する際の庁内体制のイメージ図です。今回、この体制を整

えることで、役割が不明瞭であった点を明確にします。 

 情報発信は、各媒体を通じて、広報担当課が発信する方法と各担当課が直接発信

する方法があります。その情報を取得した市民が、市の施策に対して反応（意見・

要望）することで、市政へ参画していく循環を生み出すことが重要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

PRリーダーとは・・・ 

各課任せになっていた広報を、全庁的に取り組む「戦略的広報」に変えていくた

めのキーパーソン。各部の希望者から２名を部長が選出。 

 

【主な役割】 

①通知文やチラシ、各種様式の見直し、広報びぜんの原稿やホームページの更新

について「市民目線」でチェックする。 

② SNSやプレスリリースなどを活用した「能動的な広報」への変化における中心

的役割を担う。 

③ 毎月第１火曜日に開催する「戦略的広報会議」や広報に関する研修に参加し、

全庁的な情報共有を図るとともに、各部にフィードバックする。 

 

 

６．目指す姿に向けての戦略展開 

PR

リーダー

市民

の声

担当

広報

担当

RPリーダー
＆担当

要望や情報提供 

 

報告 

 
相談 

 

助言 

 

広報 

 

リレーション 

 

メールや投稿 

各自で随時 

定例会（月一回） 

情報発信 

市民 

メディア、SNS 

庁内体制、情報発信サイクル 

〜課題やノウハウの共有〜 

拡散される 



 

4 

 

①「市民目線」でチェック 

・広報びぜん、ホームページ、SNS などあらゆる媒体で「伝える」から「伝わる」広

報への転換が求められています。 

・PRリーダーは、担当者の「伝えた」と市民の「伝わらない」の間にあるギャップの

解消のため、市民目線でアドバイスとチェックをする役割を担います。 

 

 

 

正確に情報を伝えたい。 

すべての情報をくわしく伝えたい。 

広報びぜんに載せたので OK 

市担当者 

広報 

びぜん 

HP SNS 

市民 

？ 

難しい行政用語 

何が言いたいのか分かりにくい。 

ホームページで見つからない。 

分かりやすい言葉になった。 

レイアウトが見やすくなった。 

いろんな媒体から情報が届く。 

この言葉は難しいので言い換えましょう。 

タイトルやリード文も工夫しましょう。 

グラフやイラストで分かりやすく。 

大きなイベントなどは SNS発信を。 

どうすれば「伝わるのか」 

わからない・・・ 
HP SNS 

広報 

びぜん 

PRリーダー 

市担当者 市民 

 

 

Before：「伝えた」と「伝わらない」のギャップ 

 

After：市民に「伝わる」ために必要な「第３者の視点」 
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② 能動的な広報 

・市の公式 LINEや Facebook、Instagram、Twitter、YouTubeなど SNSによるプッシュ型の情

報発信は非常に効果的ですが、担当者の得意・苦手にバラツキが出やすい傾向にあります。 

・プレスリリースも市内外の多くの人へ情報を伝えることができますが、慣れていないとど

うすればよいかよくわかりません。 

・PRリーダーは、これらの各担当課が行う能動的な広報のサポートをします。 

 

 

SNSとか正直、苦手。 

部のリーダーなんて荷が重いし不安。 

言われるまで、そのままにしよう… 

市担当者 

LINE 

市民 

以前は、情報発信があったのに… 

新聞やネットニュースで備前市の 

話題少ないな 

市民 

備前市に行ってみよう。 

ふるさと納税で牡蠣をもらってみよう。 

移住を考えてみよう。 

大きなイベントは SNSが有効ですよ。 

ほかの課のこの投稿を真似してみましょう。 

併せて、プレスリリースもしてみては。 

心細いので、 

誰か相談に乗ってください。 

プレス 

リリース 

市担当者 

PRリーダー 

プレス 

リリース 
Facebook 

市外の人 

ビゼンシ？ 

どこ？なにがある？ 

市外の人 

SNS の魅せ方が上手になっていろんな

媒体から情報が届くようになった。 

備前市、いろいろやっているな。 

LINE 

Face 

book 

 

After：大丈夫！一人で悩まないで、真似をすればいいんです！ 

Before：前の担当者がやっていた SNS、わたしには不得意だし無理・・・ 
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③ 戦略的広報会議 

・各 PRリーダーが各部内で積極的に戦略的広報を進めていくには、広報担当課を中心として、

全庁的な意思統一が必要です。 

・月一回定期的に集まる「戦略的広報会議」を開催し、各部の取組や相談したいことを共有

する場を設けます。 

・情報共有→トライ＆エラー→成功体験→情報共有  

 

  
部長から選任されました。 

でも何をすればよいか全然分からない。 

他の人たちどうしているのだろう… 

市担当者 

LINE 
○○さんPRリーダーらしい

けど何もしていないよね。 

来月号の広報びぜんの原稿、 

何かアドバイスありますか？ 

LINEとプレスリリースをしたら 

昨年よりたくさんの反響が 

チラシを見やすく 

変更してみました。 

プレス 

リリース 

PRリーダー 

プレス 

リリース 
Face 

book 

全庁的に進めましょう。 

LINE 

PRリーダー 

チラシ 

PRリーダー PRリーダー 

結局 … 前例踏襲 

広報担当課 

チラシ 
広報 

びぜん 

Before：リーダーって何をどうすればいいの？ 

After：まずは、一つ、少し変えてみる。そして共有する。 
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取組②伝わる人づくり（職員の意識改革、スキル向上） 
 

（１）全庁職員への共通ルールの周知 

●広報紙マニュアル（令和４年度策定） 

●その他の媒体（プレスリリース、パンフレット・チラシなど）のマニュアル 

・・・現状ルールを見直した上で順次作成予定 

 

（２）職員研修会の開催 

 市全体の情報発信をレベルアップさせるためには、職員一人ひとりが広報の重要性

を認識し、広報に関する知識や技能を向上させることが不可欠です。 

 広報担当課と各部の PR リーダーによる戦略的広報会議を定期的に開催し、PR すべ

き情報を確認・共有します。また、定期的に内部研修を行い、職員への統一的なルー

ルの定着化や戦略的 PR力の向上で市全体の広報活動のレベルアップを図ります。 

【内部研修（予定）】 

●初級編（広報びぜん、ホームページ、SNS、プレスリリース など）４回程度 

●中級編（レイアウト・デザイン、写真の撮り方 など）２回程度 

 

 

 

 

 

  

STEP1

広報について知る

STEP2

PRリーダーの助言を
受けながら発信する

STEP3

自分で発信ツールを選択し
発信する

STEP4

デザインなど発信の仕方を
工夫して発信できる

人づくりイメージ 

 

初 級 中 級 

広報のルール

広報基礎研修

・広報びぜん・SNS

・ホームページ

・プレスリリース

レイアウト・デザイン

写真の撮り方
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取組③伝わるものづくり（各媒体の有効活用） 

事業に合わせた効果的な媒体で情報を発信します。 

各媒体の具体的手法・活用方法 

媒体・制作分担 特  性 具体手法・用途 

広報びぜん    

各担当課    

広報担当課    

市内全戸配布。 

広く市民へ情報を届け

ることができる。 

必要な情報を簡潔に書く。

詳細は、ホームページのリ

ンク先を掲載。 

ホームページ   

各担当課    

誰でも市の情報を知る

ことができる情報プラ

ットフォーム。 

統一されたデザイン、文言

などで利用者が知りたい詳

細な情報を掲載。 

びぜん navi      

各担当課 

広報担当課 

カテゴリー別で情報を

探しやすく、ホームペ

ージへの遷移が基本。 

市民が知りたい情報を中心

にすぐ検索できるような統

一的なレイアウトづくり。 

   LINE 

広報担当課 

 

登録してくれている人

に市の情報を随時配信

することができる。 

配信した情報の訂正削

除ができないので、慎

重な対応が必要。 

担当課からの依頼で行事や

イベントなどを告知。 

配信時間・回数を限定し、

（目安：９時・１２時・１

７時、３件/日まで）タイ

トル・日時・場所などを簡

潔に配信。 

   Facebook 

広報担当課 

各担当課 

中年世代向けで、シェ

アで情報拡散が期待で

きる。 

イベントの様子などは各担

当課で随時配信。 

親しみやすい、一目でわか

る記事作り。SNSの配信

は、リアルタイム配信やラ

イブ感を意識。配信時は、

他のツールとリンクし、す

べて「＃備前市＃びぜん＃

ビゼン＃備前市役所」とタ

グを付けて配信。 

Instagram 

各担当課 

 

若い世代向けで写真と

動画がメイン。 

ビジュアル重視。 

Twitter  

各担当課 

幅広い世代で利用者が

多く拡散性がある。 

文字数に制限がある。 

電子地域 

ポイントアプリ 

担当課 

登録者数が最も多く、

承諾者には防災時の個

別メール送信が可能。 

登録店舗のイベントや新店

オープンなど、飲食や生活

に関する情報を配信。 

プレスリリース 

各担当課 

広報担当課 

市政記者会へ一斉に同

様の情報を提供するこ

とができる。 

配信する情報を、統一的な

様式で担当課が作成して広

報担当課が随時配信。 

文書、チラシ 

各担当課 

 

市民等が直接目にする

ものであり、伝えたい

ことが正確に伝わるこ

とが重要。 

担当課だけでなく、PRリ

ーダーを中心に部内で文書

やレイアウトを調整して発

信。 

プレス 

リリース 
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（１）活動指標 
指     標 現     在 

（令和５年１月現在） 

目標値 

（令和６年度） 

広報びぜんを「読んでいる」割合

（市民意識調査） 
７７.２％  ８５.０％  

市ホームページのビュー数 

（令和５年３月） 
１７５,２３７   ２００,０００  

市公式アプリ「びぜん navi」 

のインストール数 
２，１２６  ４，０００  

市公式 LINEのフォロワー数 

 
３，７５２  ６，０００  

市公式 Facebookのフォロワー数 

 
９３３  ２，０００  

電子地域ポイントアプリ登録数 

（令和５年２月末現在） 
６，５００  １０，０００  

 

（２）達成に向けたスケジュール 
※戦略的広報会議において、進捗管理、情報共有、調整 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市民が求める情報を提供するためには、市民目線の情報発信が欠かせません。その

ため、職員一人ひとりが市民の視点を理解し、適切な情報発信を行うことが求められ

ます。また、市民も自分たちが求める情報を受け取るために、情報提供先や方法をよ

り明確にする必要があります。そのため、市民や職員が一丸となって取り組むことで、

本市の発展につながる戦略的な広報活動を実現することができます。 

市民とともに進化する市政を目指し、情報発信の質の向上を図っていきましょう。 

７．戦略的広報の活動指標 

８．まとめ 

４月

•部長と各部PRリーダーへ目的と指標の周知

•部長、PRリーダーは部内職員に通知（共通認識）

７月

•各部における取組課題の設定、報告

•課題を設定して共有し、取り組みの方向性を確認

２月

•各部の取り組み状況と指標の進捗を報告

•１０月時点の現状を分析して今後の方向修正１０月

•進捗、成果の確認、振り返り

•年度内の取り組みと成果から、次年度の目標を設定



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
市民に愛される 

 

本市の新しい広報が 

 

ここからはじまる 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市民とともに戦略的広報で未来を創る 
 


